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心豊かな人づくり 元気あふれる町づくり 
市民の絆をつなぐ公民館活動 

題字 小松市長 宮橋 勝栄 

                                    
 

 

    
 

令
和
５
年
度
小
松
市
公
民
館
連
合
会

総
会
を
、
４
月
16
日
（
日
）
第
一
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
区

公
民
館
の
館
長
・
主
事
約
70
名(

今
回
町
公

民
館
除
く)

出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
の
宮
橋
市
長
か
ら
は｢

公
民

館

は
地
域
の
連
携
の
中
で
学
び
、
助
け

合

い

の

人

間

関

係

で

地

域

の

リ

ー

ダ

ー

の

育

成

を

期

待

し

た

い｣

と
の

激
励
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
本
議
長

よ
り
「
コ
ロ
ナ
過
で
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
ご
近
所
と
の
つ
き
あ
い
、
人
々

と
の
連
携
の
大
切
さ
を
実
感
」
、
石
黑
教
育

長
よ
り
「
生
き
が
い
・
健
康
・
仲
間
・
絆
づ

く
り
を
公
民
館
の
学
び
か
ら
」
と
ご
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。 

市
立
板
津
公
民
館
米
田
館 

長
を
議
長
に
選
出
し
、
全
議 

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

    

       

  

  
 

◆

◆ 
 

 

会 

長 
 

中
屋 

幸
夫
（
犬 

丸
） 

 

副
会
長 

 

澤
川 

喜
博
（ 

串 

） 

 
 

〃 
 

 

坂
田 

浩
幸
（
金 

野
） 

 
 

〃 
 

 

宮
本 

芳
樹
（
市
国
府
） 

 

常
任
理
事 

池
田 

辰
雄
（
芦 

城
） 

 
 

〃 
 

 

森
本 

 

修
（
能 

美
） 

 
 

〃 
 

 

坂
下 

啓
祐
（
国 

府
） 

 
 

〃 
 

 

北
山 

 

隆
（
苗 

代
） 

 
 

〃 
 

 

巽 
 

邦
彦
（
符 

津
） 

 
 

〃 
 

 

早
瀬 

佐
俊
（
波
佐
谷
） 

 
 

〃 
 

 

平
井 

忠
雄
（
市
稚
松
） 

 
 

〃 
 

 

西 
 

和
久
（
主
事
会
長
） 

 

監 

事 
 

米
田 

俊
夫
（
市
板
津
） 

 
 

〃 
 

 

木
原 

浩
二
（
主
事
監
事
） 

 

顧 

問 
 

後
藤 

英
司
（
前
会
長
） 

 

参 

与 
 

余
助 

幸
一
（
元
会
長
） 

〃 
 

 

西
村 

 

博
（
元
副
会
長
） 

〃 
 

 

杉
本 

信
夫
（
前
副
会
長
） 

〃 
 

 

田
中 

孝
一
（
前
副
会
長
） 

 
 
 

 

 
 

〃 
 

 

髙
辻 

 

聰
（
前
副
会
長
） 

 

◆

◆ 
 

 
 会 

長 

西 
 

和
久
（
第 

一
） 

副
会
長 

八
幡 

教
子
（
芦 

城
） 

会 

計 

茗
荷
谷 

賢
伸
（
波
佐
谷
） 

 

幹 

事 
尾
田 

翔
太
郎
（
能 

美
） 

〃 
 

川
岸 

 

誠
（
向
本
折
） 

 
 

〃 
 

吉
田 
良
恵
（
市
稚
松
） 

 

監 

事 

木
原 
浩
二
（
符 

津
） 

特
別
・
専
門
委
員
会 

  

（
◎
委
員
長 

〇
副
委
員
長
） 

 

《
公
民
館
活
動
検
討
委
員
会
》 

《
市
公
民
館
設
置
80
周
年
事
業
委
員
会
》 

《
役
員
選
考
委
員
会
》 

常
任
理
事
で
構
成 

 

《
広
報
委
員
会
》 

◎
澤
川 

喜
博
〇
米
田 

俊
夫
・
西
木 

裕
一 

・
池
田 

辰
雄
・
平
井 

忠
雄
・
今
森 

達
也 

・
八
幡 

教
子
・
吉
田 

良
恵
・
村
井
小
夜
子 

 

《
公
民
館
大
会
委
員
会
》 

◎
宮
本 

芳
樹
〇
森
影 

隆
夫
・
坂
下 

啓
祐 

・
南
出 

正
晴
・
山
口 

恭
市
・
杉
本 

浩
司 

・
石
黒 

隼
人
・
西 

 

和
久
・
小
川 

政
幸 

・
若
本 

恵
輔
・
西
木
戸
妙
枝
・
中
西 

広
子 

・
北
山 

 

隆
・
脇
坂 

 

亨
・
山
谷 

宏
哉 

・
新
保 

 

徹
・
西
出 

英
一
・
高
野 

 

篤 

・
太
田 

晴
彦
・
川
岸 

 

誠
・
道
券 

 

聡 

・
西
谷 

浩
平
・
山
峯 

久
佳
・
金
栄
和
司
美 

 

《
フ
ェ
ス
タ
委
員
会
》 

◎
坂
田 

浩
幸
〇
橋
本 

達
也
〇
久
司 

知
己 

〇
早
瀬 

佐
俊
〇
丸 

 
 

忠
・
山
形 

勝
久 

・
西
田 

隆
宏
・
茗
荷
谷
賢
伸
・
山
本
美
由
紀 

・
東 

 

光
雄
・
本
多 

孝
志
・
森
本 

 

修 

・
米
田 

俊
夫
・
平
野 

正
樹
・
岡
田 

直
樹 

・
北 

 

隆
一
・
尾
田
翔
太
郎
・
近
江
は
る
奈 

・
北
川 

美
樹 

 

《
地
域
活
性
化
事
業
委
員
会
》 

◎
澤
川 

喜
博
〇
神
田 

和
明
・
巽 

 

邦
彦 

・
山
本 

博
之
・
吉
田
良
太
郎
・
山
路 

基
洋 

・
坂
本 

和
哉
・
宮
崎 

英
昭
・
木
原 

浩
二 

・
乙
部 

博
計
・
中
家 

睦
己
・
小
田
原
成
人 

・
神
谷 

崇
如
・
高
田 

竜
史
・
松
本
由
紀
子 
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地
区
の
館
長
・
主
事
が
一
同
に
会
す

る
合
同
研
修
会
（
市
長
と
語
る
会
）
を
５

月
28
日(

日)

に
開
催
し
、
53
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
宮
橋
勝
栄
小

松
市
長
の
ほ
か
、
新
田
寛
之
小
松
市
議

会
議
長
、
岡
山
晃
宏
福
祉
文
教
常
任
委

員
会
委
員
長
、
林
政
憲
教
育
委
員
会
事

務
局
長
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
有
意

義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

『
こ
ま
つ
を
明
る
く
、
に
ぎ
や
か
に
』 

と
題
し
た
市
長
講
話
で
は
、
北
陸
新
幹
線

小
松
駅
開
業
を
目 

前
に
、
自
動
運
転 

バ
ス
な
ど
の
未
来 

型
交
通
シ
ス
テ
ム 

の
導
入
や
、
企
業 

誘
致
に
向
け
た
新 

た
な
産
業
団
地
の 

整
備
、
子
ど
も
た 

ち
の
輝
く
未
来
の 

た
め
の
施
策
の
充 

実
な
ど
に
よ
り
、 

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」 

を
目
指
し
て
い
る 

と
の
説
明
が
あ
り 

ま
し
た
。
ま
た
、 

公
共
施
設
マ
ネ
ジ 

メ
ン
ト
の
着
手
や 

中
山
間
地
で
の
ド 

ロ
ー
ン
配
送
、「
共
創
」
の
考
え
方
で
進
め

る
新
し
い
図
書
館
整
備
な
ど
、
小
松
市
が

目
指
す
未
来
型
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
市
長

の
お
話
か
ら
、
行
政
と
地
域
、
市
民
が
共

に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
か
つ
て
な
い
大
き
な
飛
躍
と
、
市
民

ひ
と
り
一
人
が
幸
せ
を
実
感
出
来
る
「
こ

れ
か
ら
の
小
松
の
姿
」
を
参
加
者
全
員
で

共
有
し
ま
し
た
。 

        
 

 

そ
の
後
、
懇
親
会
を
兼
ね
た
意
見
交
換

会
で
は
、
個
々
が
感
じ
て
い
る
地
域
へ
の

熱
い
思
い
を
語
り
合
い
、
活
発
な
公
民
館

活
動
に
向
け
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

            

 

県
市
町
公
民
館
長
研
修
会
に
参
加
し
て 

  
 

 
 

串
校
下
公
民
館
長 

澤
川 

喜
博 

 

令
和
５
年
度
の
県
市
町
公
民
館
長
研

修
会
が
７
月
４
日
石
川
県
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

竹
上 

勉
県
公
連
会
長
の
挨
拶
の
後
、

県
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
の
坪
田 

真
一

氏
か
ら
「
最
近
の
選
挙
に
関
す
る
話
題
」

に
つ
い
て
、
県
立
図
書
館
副
館
長
伊
藤 

真

一
氏
か
ら
新
図
書
館
の
新
設
経
緯
や
館
内

の
概
要
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
竹
上
会
長
の
司
会
進
行

の
下
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
令
和
元
年
全
国
優
良
公
民
館
文
部
科
学

大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
三
館
に
よ
る
実
践

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
公
民
館

活
動
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

  

石
川
県
公
民
館
大
会
開
催 

 

日
時 

10
月
５
日(

木)

13
時 

場
所 

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル 

主
題 

「
親
し
ま
れ
る
公
民
館
を
目
指
し
て
」 

   
小
松
市
公
民
館
大
会
開
催 

 

日
時 

12
月
10
日(

日)

13
時
半 

場
所 

小
松
市
民
セ
ン
タ
ー 

開
会
行
事
・
表
彰
式
に
続
い
て
、 

実
践
発
表
、
記
念
講
演
を
予
定
。 

 

今
後
の
公
民
館
活
動
に
期
待
す
る
も
の 

 

小
松
市
議
会 

議
長 

 
 

 

新
田 

寛
之 

 

小
松
市
公
民
館
連
合
会
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
よ
り
各
地
区
の
特
色
あ
る
活
動

や
生
涯
学
習
の
充
実
、
ひ
い
て
は
住
み
よ

い
地
域
社
会
の
創
出
に
ご
尽
力
を
賜
わ
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

公
民
館
活
動
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
、

人
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
一
朝
一
夕
に
で

き
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

域
住
民
が
主
役
と
な
っ
て
わ
が
町
を
ど
う

し
て
い
く
か
考
え
取
り
組
ん
で
い
く
、
そ

れ
を
行
政
が
支
え
る
と
い
う
形
が
、
理
想

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

公
民
館
が
全
国
に
設
置
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
７
０
余
年
、
そ
の
役
割
は
時
代

に
応
じ
変
化
を
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
在
り

方
、
住
民
が
公
民
館
に
求
め
る
も
の
が
何

な
の
か
大
変
興
味
深
く
、
大
い
に
期
待
を

寄
せ
て
い
る
所
で
す
。 

今
後
、
A

I
技
術
の
高
度
化
に
伴
っ
て
、

我
々
の
生
活
様
式
や
地
域
活
動
も
大
き
く

影
響
を
受
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

人
が
地
域
で
暮
ら
す
限
り
、
人
同
士
の
交

流
が
不
必
要
と
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

ま
す
。
む
し
ろ
、
人
と
人
、
心
と
心
を
繋

ぐ
公
民
館
活
動
は
、
さ
ら
に
重
要
な
も
の

と
な
る
で
し
ょ
う
。
公
民
館
連
合
関
係
各

位
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理
解
と
ご
尽

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

館
長
・
主
事
合
同
研
修
会 

市
長
と
語
る
会 

開
催 
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第１６回 小松市公民館フェスタ 開催 

市内公民館で行われている教室の作品展示(講師・生徒)や、体験教室、グルメなど盛りだくさん

の内容で多くのご家族連れにご来場いただき、「はつらつとしたきずな」の和が広がり 

ました。これを機に公民館活動に興味を持ってくれる人が増えるとうれしいです！ 

¥¥¥¥ 

ウクレレ体験 イライラ棒 マグネットづくり 

作品展示 

新聞紙ドーム 開会式 

将棋体験 

7 月 30 日（日）10：00～15：00 第一地区コミュニティセンター 

ドローン体験 

ボッチャ体験 

グルメ 

健康チェック 
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主 

事 

会 

研 

修 

会 

 
 

 
 

本
年
度
の
第
一 

回
主
事
会
研
修
会 

を
６
月
14
日
に
、 

加
南
地
方
史
研
究 

会
の
木
原
浩
二
氏 

（
符
津
校
下
公
民 

館
主
事
）
を
講
師 

に
、「
平
成
の
小
松
」 

の
テ
ー
マ
で
開
催 

し
ま
し
た
。
木
原 

氏
が
編
集
代
表
と 

し
て
今
年
４
月
発 

刊
さ
れ
た
「
目
で
見
る
小
松
の
歴
史 

平

成
の
小
松
」
の
年
表
や
、
カ
ラ
ー
写
真
等

で
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
懐
か
し

い
ニ
ュ
ー
ス
映
像
で
市
民
病
院
の
移
転
や

小
松
ド
ー
ム
、
駅
の
周
辺
事
業
整
備
の
完

成
、
今
も
続
く
子
供
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
八
日
市
地
方
遺
跡
出
土
品
の
文
化

財
指
定
、
ナ
ホ
ト
カ
号
沈
没
に
よ
る
重
油

汚
染
な
ど
様
々
な
出
来
事
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
な
が
ら
拝
聴
し
ま
し
た
。
平
成
の

間
に
あ
っ
た
小
松
の
変
化
が
令
和
の
ま
ち

づ
く
り
に
非
常
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

西 

和
久 

 
 

今
後
の
主
事
会
研
修
会
予
定 

10
月
15
日(

日)
 

 

視
察
研
修 

 
 

 
 

 

１
月
31
日(

水) 

研
修
会 

 
 

 
 

２
月
24
日(

土)
 

反
省
会 

  

 

国
府
校
下
公
民
館 

 

館
長 

 

坂
下 

啓
祐 

 

国
府
校
下
は

14
町
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
14
町
は
自
然
豊
か
で
歴
史
遺
産
な

ど
も
沢
山
あ
り
、
歴
史
の
町
で
も
あ
り
ま

す
。
例
年
、
三
大
行
事
「
子
供
球
技
大
会
」

「
社
会
体
育
大
会
」「
国
府
ま
つ
り
」
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中

止
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
何
か
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
み
ん
な
が
集
ま
れ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
場
所
を
作

れ
な
い
か
を
考
え
、
校
下
公
民
館
と
し
て

昨
年
「
加
賀
立
国
１
２
０
０
年
祭
」
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に

来
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
は
「
加
賀
立
国
１
２
０
０
年
祭
」

本
祭
に
な
り
ま
す
。
国
府
の
地
で
皆
さ
ん

の
笑
い
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
行
事
を
盛
り
上
げ
、 

校
下
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
に
活
動
し

て
い
き
ま
す
。 

     

  

  

   

市
立
芦
城
公
民
館 

 
 

 
 

館
長 

 

藤
本 

圭
志 
 

市
立
芦
城
公
民
館
は
、
末
広
公
園
近
く

の
芦
城
セ
ン
タ
ー
に
併
設
さ
れ
、「
生
き
が

い
づ
く
り
、
学
び
な
お
し
、
親
子
ふ
れ
あ

い
の
場
づ
く
り
」
を
目
標
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
特
に
、「
ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
教
室
」「
ジ

ュ
ニ
ア
百
人
一
首
教
室
」
と
い
っ
た
子
ど

も
向
け
の
講
座
、
働
く
女
性
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
タ
イ
ム
と
な
る
よ
う
夜
間
に
設
定
し

た
「
や
さ
し
い
☆
ナ
イ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス
講

座
」
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
参
加
可
能
な

「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
！
講

座
」
な
ど
、
従
来
参
加
が
少
な
か
っ
た
世

代
・
層
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
。 

芦
城
セ
ン
タ
ー
に
は
、
地
区
社
協
な
ど

の
地
域
団
体
や
大
和
ぬ
く
も
り
大
学
の
事

務
所
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
れ
ら
の

団
体
と
も
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
幅
広

い
世
代
の
学
び
と
交
流
の
拠
点
と
な
り
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
市
民
の
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
の
実
現
を
目
指
し
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。 

   
 

 

   

    

① 

公
民
館
在
籍
年
数 

② 

趣
味 

③ 

好
き
な
歌
手
・
歌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

心
に
残
る
曲)

 

 
 

 
 

 
 

 

④ 

尊
敬
す
る
人
物
・
理
由 

 
 

 
 
 

 

⑤ 
 

公
民
館
活
動
に
一
言 

  

市
立
板
津
公
民
館 

館
長  

米
田 

俊
夫 

 

 

① 

市
立
公
民
館 

館
長 

６
年 

② 

ゴ
ル
フ
（
プ
レ
イ
・
観
戦
） 

③ 

昭
和
歌
謡
、
フ
ォ
ー
ク 

加
山
雄
三
（
君
と
い
つ
ま
で
も
） 

ガ
ロ
（
学
生
街
の
喫
茶
店
） 

④ 

長
嶋
茂
雄
『
永
久
に
不
滅
で
す
。
』 

⑤ 

市
立
公
民
館
と
し
て
市
民
・
地
域

住
民
の
豊
か
で
充
実
し
た
生
活
の

一
部
と
な
る
様
、
生
涯
学
習
の
場

と
し
て
提
供
、
応
援
す
る
こ
と
を

使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

  

第
一
校
下
公
民
館 

主
事  

西 
 

和
久 

 
 

① 

校
下
公
民
館 

主
事 

５
年 

② 

機
械
い
じ
り
、
旅
行 

③ 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

 

Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｅ
、
あ
の
夏
の
花
火 

④ 

物
事
に
全
力
で
取
り
組
め
る
人
。 

自
分
に
は
な
か
な
か
出
来
ず
尊
敬 

と
目
標
で
す
。 

⑤ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
お
手
伝
い 

が
出
来
れ
ば
と
思
い
活
動
し
て
い 

ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

人 物 

ローズアップ 

ク 

（4）       小松市公民館連合会 会報 第 89 号 令和５年９月 30 日 


